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昭和59年4月l日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

特別会計44，億3，011万6千円→交会計97億3，600万円

昭
和
田
年
度
の
魚
津
市
行
政
の
設
計
書
と
も
い
う
べ
き
昭
和
回
年

度
魚
津
市
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

総
務
費

市
有
財
産
管
理
費
、
新
川

広
域
圏
事
務
組
合
負
担
金
、
交
通

・
防

犯
対
策
費
、
市
税
賦
課
徴
収
事
務
費
、

戸
籍
住
民
登
録
事
務
費
、
本
年
度
実
施

さ
れ
る
市
長
及
び
市
議
会
議
員
選
挙
や

県
知
事
選
挙
費
な
ど
。

民
生
費

被
保
護
者

・
重
度
心
身
障

害
者

・
ね
た
き
り
老
人
等
へ
の
見
舞
品

購
入
費
、
障
害
者
の
た
め
の
福
祉
タ
ク

シ
ー
助
成
や
灯
油
の
配
布
費
、
老
人
の

算予体全

福
祉
作
業
費
、
各
種
施
設
入
所
者
措
置

費
、
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当

・
紙
お

む
つ
支
給
事
業

・
食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業

費、

心
身
障
害
者
年
金
、
老
人
居
室
整

備
資
金
貸
付
金
、
新
た
に
痴
呆
性
老
人

短
期
保
護
事
業
費
、
公

・
私
立
保
育
所

経
費
、
母
親
ク
ラ
ブ

・
児
童
ク
ラ
ブ

・

老
人
ク
ラ
ブ
の
育
成
助
成
費
、
母
子

・

父
子
家
庭
の
育
成
と
医
療
費
助
成
費
、

老
人
保
健
医
療
事
業
特
型
互
議
出
会

生
活
保
護
措
置
費
な
ど
。

衛
生
費

休
日
診
療
業
務
委
託
費
、

水道事業会計予算

勘 定 名 昭和58年度 昭和59年度 前年対比

収益的収入 収入 441，774 ;問p 467，748 同 105.9 % 

及び支出 支出 434，856 507，505 116.7 

資本的収入 収入 481，546 220，682 45.8 

及び支出 支出 533，815 272，847 51.1 

正z』z 言十 名 昭和58年度 昭和59年度 前年対比

一 南生 ぷz〉z、 計 8，964，000 イ問ー 9，736，000 Fl問L 108.6 % 

下水道事業会計 28，981 28，800 99.4 

特 簡易水道事業会計 26，403 25，342 96.0 

思IJ
国民健康保険事業会計 1，917，015 2，030，000 105.9 

老人保健医療事業会計 1，858，300 1，901，800 102.3 
~ 、
農業共済事業会計 159，269 148，374 93.2 

言十 水族館事業会計 297，000 295，800 99.6 

計 4，286，968 4，430，116 103.3 

ぷ口入 計 13，250，968 14，166，116 106.9 

税

3，780，000千円

38.8% 

%
%
%
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l

全

及

入

金

安

料

収

町

通

用

産

F

交

使

財

寄

(2) 

強会費 145，668千円 1.5%
労働貸 116，992千円 1.2%
消防費 241，277千円 2.5%
災害復旧費 34，475千円 0.4%
償支出金 1，000千円 0.0%
予備費 50，000千円 0.5% 鰭収入

392，766千円 4.0%

地方線与税
90ρ00千円 0.9%

娯楽施般利用税交付金
18，0∞千円 0.2%

自動車取得税交付金
70，000千円 0.7%
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一
般
住
民
検
診
、
各
種
予
防
接
種
費
、

結
核
対
策
事
業
費
、
老
人
保
健
事
業
費

(ω
歳
以
上
の
循
環
器
・ガ
ン
検
診
等
)
、

母
子
保
健
対
策
事
業
費
、
健
民
運
動
モ

デ
ル
事
業
費
、
環
境
衛
生
対
策
費
、
公

害
対
策
費
、
ご
み

・
し
尿
収
集
処
理
対

策
費
、
下
水
道

・
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
繰
出
金
な
ど
。

労
働
費

失
業
対
策
事
業
費

農
林
水
産
業
費

農
業
委
員
会
活
動

費
、
新
地
域
農
業
生
産
総
合
振
興
対
策

事
業
部
門
新
川
育
成
牧
場
組
合
負
担
金
、

畜
産
対
策
費
、
水
田
利
用
再
編
対
策
費

特
産
野
菜
等
生
産
拡
大
対
策
事
業
費
、

老
朽
た
め
池
筆
備
事
業
費
、
か
ん
が
い

排
水
事
業
費
、
農
道
整
備
事
業
費
、
県

単
土
地
改
良
事
業
費
、
市
単
土
地
改
良

事業な主

事
業
費
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

費
、
林
道
整
備
事
業
費
、
森
林
開
発
公

団
分
収
造
林
事
業
費
、
森
林
総
合
整
備

事
業
費
、
漁
業
設
備
近
代
化
資
金
利
子

補
給
、
内
水
面
漁
業
振
興
対
話
器
婁
宋
費
、

地
域
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業
費
、
経

団
漁
港
改
修
事
業
費
な
ど
。

商
工
費

商
工
団
体
育
成
事
業
費
、

中
小
企
業
者

・
勤
労
者
に
対
す
る
金
融

対
策
事
業
費
、
商
庖
街
近
代
化
指
導
対

策
費
、
中
小
企
業
モ
デ
ル
工
場
指
定
事

業
費
、
特
産
品
の
開
発

・
魚
津
の
観
光

と
技
展
開
催
等
販
路
の
拡
張
事
業
費
、

新
た
に
企
業
立
地
推
進
事
業
と
し
て
先

端
技
術
企
業
誘
致
事
業
費
、
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
運
営
費
、
魚
津
ま
つ
り

運
営
助
成
費
な
ど
。

土
木
費

市
道
新
設
改
良
費
、
無
雪

害
街
づ
く
り
事
業
費
、
富
津
大
海
寺
新

線
外
3
路
線
整
備
費
、
沌
渡
川
改
修
事

業
費
、
市
常
任
宅
建
設
事
業
費
、
駅
西

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
費
、
総
合
公

園
管
理
費
、
街
路
事
業
費
、
都
市
下
水

路
整
備
事
業
費
、
早
月
川
緑
地
公
園
築

造
事
業
費
、
運
動
公
園
築
造
事
業
費
な

ど。
消
防
費

「
雄
山
丸
」
活
動
費
(
海

難
救
助
船
)
、
消
防
団
活
動
費
、
防
火
水

槽
設
置
事
業
費
、
消
防
自
動
車
購
入
費
、

第

5
分
団
詰
所
建
設
事
業
費
な
ど
。

教
育
費

奨
学
資
金
貸
付
金
、
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
費
、
小
学
校
・中
学
校
・

幼
稚
園
運
営
管
理
費
、
本
江
小
学
校

・

住
吉
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業
費
、
上

〔単独事業〕

・交通安全施設設置工事費一一一一一一一一一ー7，000千円

.水田利用再編対策事業費一一一一一一一一一20，700千円

.団体営ほ場整備事業等償還金補助金一一一-130，700千円

.県・市単土地改良事業一一一一一一一一一一237，040千円

.団体営林道開設事業償還金補助金一一一一一16，303千円

.県単林道事業--------ー一一一--------ー一一一一一12，860千円

.森林開発公団分収造林事業-------------------------7，870千円

.漁船損害保険掛金助成---------一一一一一一一-4，985千円

.漁業設備近代化資金利子補給一一一一一一一-3，367千円

.市道新設改良・舗装事業一一一一一一一一一199，090千円

・無雪害街づくり事業一一一一一一一一一一一25，700千円

.駅西地区土地区画整理事業一一一一一一一一36，080千円

.運動公園築造事業一一一一一一一一一一一一82，660千円

.第 5分団詰所建設事業--------ー一一一一一一一11，246千円

.大町・松倉小学校グランド整備事業一一一一-11，000干円

.吉島小学校便所増設事業一一一一一一一一一21，000千円

・企業立地推進事業 132，200千円

中
島
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
事
業
費
、
大

町
・
松
倉
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
費
、

吉
島
小
学
校
便
所
増
設
費
、
準
要
保
護

児
童

・
生
徒
就
学
援
助
費
、
学
校
備
品
・

教
材
教
具
購
入
費
、
新
た
に
児
童

・
生

徒
の
心
臓
病
検
診
費
、
青
少
年
・婦
人
・

成
人
教
育
等
生
涯
整
円
活
動
費
、
青
年

の
海
外
研
修
事
業
費
公
民
館
活
動
費

図
書
館

・
博
物
館
活
動
費
、
芸
術
文
化

活
動
や
文
化
財
保
護
費
、
学
校
体
育
施

設
開
放
事
業
費
、

大
町
小
学
校
屋
外
運

動
場
夜
間
照
明
施
設
建
設
事
業
費
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
費
な
ど
。

災
害
復
旧
費

農
地
・農
業
用
施
設
・

林
道

・
道
路
等
の
災
害
復
旧
費
。

公
債
費

長
期
債
の
償
還
元
利
金
な

ど。〔その他の事業T
・母子・父子家庭医療費助成一一一一一一一一一2，151千円

.魚津の観光と技展費一一一一一一一一一一一-1，236千円

.消防団員被服購入費一一一一一一一一一一一-1，280千円

・奨学資金貸付事業一一一一一一一ーー一一一5，424千円

.心臓病検診事業(新1年生)一一一一一一一一一一一一1，600千円

.青年の海外研修事業一一--------_一一一一一一-4，410千円

.友好親善都市交流事業一一一一一一一一一一-2，143千円

.市長及び市議会議員選挙一一一一一一一一一14，192千円

(3) 

〔補助事業〕

・新地域農業生産総合振興対策事業……一一一-8，698千円

.老朽ため池整備事業一一一一一一一一一一一21，314千円

・団体営かんがい排水事業一一一一一一一一一9，636千円

.団体営農道整備事業一一一一一一一一一一一91，142千円

.農村総合整備モデル事業一一一一一一一一-117，738千円

.林業地域総合整備事業一一一一一一一一一-122，400千円

.団体営林道開設・舗装事業一一一一一一一一-62，300千円

.森林総合整備事業…一一一一一一一一一一一33，500千円

.地域沿岸漁業構造改善事業一一一一一一一一16，112千円

.経団漁港改修事業一一一一一一一一一一一一45，000千円

.道路改良事業一一一一一一一一一一一一一一79，200千円

.市営住宅建設事業一一一一一一一一一一一-181，000千円

.駅西地区土地区画整理事業一一一一一一一-174，000千円

.街路事業一一一一一一一一一一一一一一一一30，000千円

.都市下水路整備事業---------一一………………55，000千円

.早月川緑地公園築造事業---------一一一一一一10，000千円

.運動公園築造事業一一一一一一一一一一一-244，600千円

.消防自動車購入事業--------ー一一一一一一一一-8，500千円

.住吉小学校校舎増改築事業一一一一一一一-284，818千円

.本江小学校校舎改築事業………一一一一一-403，924千円

.上中島小学校プール建設事業一一一…………62，035千円

・大町小学校屋外運動場夜間照明施設建設事業 17，000千円
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ー供 心・ ~~ r夏至1伶W JSf4nfPJAι 身

議地説話 医持脱却自 説
。
投
票
の
時
間

午
前
7
時
か
ら
午
後
6

時
ま
で

。
投
票
の
順
序

投
票
所
に
お
け
る
投
票

の
順
序
は
、
は
じ
め
に
市

議
会
議
員
選
挙
(
白
色
に

黒
刷
り
の
投
票
用
紙
)
つ

ぎ
に
、
市
長
選
挙
(
白
色

に
赤
刷
り
の
投
票
用
紙
)

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

投
票
の
際
に
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

。
今
度
の
選
挙
で

変
っ
た
と
こ
ろ

一、
公
営
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
設
置
場
所

(
1
5
6
個

所
)
以
外
に
は
選
挙
運
動

用
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
(
市
議
)
(
市
長
)

=
、
投
票
所
の
変
更

。
上
中
島
投
票
区

.
上
中
島
第
1
投
票
区
|

上
中
島
公
民
館

・
上
宮
町
第
2
投
票
区

(

浅
生
、
有
山
、
下
椿
、

升
方
)
上
伺
山
公
民
館

。
天
神
投
票
区

・
天
神
第
1
投
票
区
|
天

神
公
民
館

・
天
神
第
2
投
墓
M
一(木下

新
)

|
木
下
新
公
民
館

第

1
回

春

の

水

族

館

写
生
大
会
開
催

水
族
館
で
は
、
海
の
生
物
達
に
接
し

楽
し
み
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
写
生
を
通
じ
て
児
童

・

生
徒
の
動
物
愛
護
精
神
を
高
め
、
描
画

教
育
の
向
上
に
も
役
立
ち
た
い
と
、
次

の
要
項
で
H

第
1
回

・
春
の
水
族
館
写

生
大
会
。
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加

希
望
の
方
は
各
学
級
(
園
)
の
担
当
の

先
生
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
開
催

期
間
中
水
族
館
へ
直
接
お
い
で
く
だ
さ

要

項

開
催
期
間
4
月
日
日
制
1
4
月
幻
日
制
ま
で

参
加
資
格
保
育

・
幼
稚
園
児
お
よ
び
小

・
中

学
校
の
児
童

・
生
徒

画
題
水
族
館
の
動
物
ま
た
は
水
族
館
、

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
の
風
景

提
出
先提
出
〆
切
日
の
4
月
お
日
附
ま
で

魚
津
水
族
館
必
肴

そ
の
他
O
画
材
用
具
(
油
絵
を
除
く
)
は
、

各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
画
用
紙
は
水
族
館
で
配
布
し
ま
す

O
出
展
数
は
1
人
1
点
に
限
り
ま
す

o
写
生
大
会
出
展
の
た
め
入
館
さ
れ

る
方
は
、
入
館
料
を
半
額
に
し
ま

す
。

賞

特
選
(
小
学
校
は
各
学
年
ご
と
に

4
点
)
詑
点
、
入
選
別
点
と
し
そ

れ
ぞ
れ
賞
状
と
賞
品
。

特
選
作
品
は
「
第
初
回
中
部
地
方

動
物
園

・
水
族
館
写
生
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
参
加
、
文
部
大
臣
奨
励
賞

他
総
計
7
3
6
点
の
授
賞
審
査
対

象
と
な
り
ま
す
。

主
催
魚
津
市
教
妻
女
員
会

・
魚
津
水
族

館

後
援
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・

魚
津
市

水
族
館
・
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ

ン
ド
共
通
入
場
券
発
売

市
で
は
4
月
1
日
よ
り
、
水
族
館

・

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
の
施
設
を
今
ま
で

以
上
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
共
通
入
場
券
を
発

売
し
ま
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ
さ

・ν
な
お
、
従
来
か
ら
の
入
場
券
も
、
引

き
続
き
発
売
し
て
い
ま
す
。

新発売 現 fr 

券プl水族館海水

室主ミ

t水プ毎 ランドフミ| 水
Jレ 族

共通
ン.， 

Jレ .:>. 館

1400 5司 750 Fq 900 同 100 F1 700 P1 大人

700 550 300 100 500 生学中

500 300 300 50 300 ，生学j 、

200 100 300 50 100 幼児

※海水プールは 7-8月のみ発売
※団体(30人以上)は2割引となります。

い
い
人
い
い
味
い
き
い
き
富
山

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

パ
l
ト
H

4
月
お
日
附

1
9月
M
日
側

魚
津
市
イ
ベ
ン
ト

紹
介
〈
4
1
5
月
号

①
神
秘
的
な
光
を
放
つ
ホ
タ
ル
イ
カ

を
見
よ
、
っ
。

期
間
日
時

4
月
お
日
附
i
5
月
訂

日
附
刷
9
時
i
m
5時

会
場
及
び
内
容
魚
津
水
族
館
で
神

秘
的
な
光
を
放
つ
ホ
タ
ル
イ
カ
の
遊

泳
や
発
光
状
態
を
見
学
。

※
ジ
ョ
イ
フ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参
者

先
着
初
名
ホ
タ
ル
イ
カ
発
光
写
真

プ
レ
ゼ
ン
ト

②
「
幻
の
竜
宮
」
し
ん
き
ろ
う
を
見

ょ
う
。

期
間
日
時

4
月
5
日
附
i
6月
刊

日
岡
山
川
9
時
i
m
5
時

会
場
及
ぴ
内
容
晴
天
で
風
の
な
い

日
対
岸
の
沖
合
い
に
し
ん
き
ろ
う
が

あ
ら
わ
れ
ま
す
。
埋
没
林
館
を
訪
ね

て
し
ん
き
ろ
う
を
見
ょ
う
。

※
ジ
ョ
イ
フ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
持
参
手
伝

先
着
叩
名
し
ん
き
ろ
う
写
真
プ
レ

ゼ
ン
ト

※
ジ
ョ
イ
フ
ル
パ
ス
ポ
ー
ト
は
駅
の

旅
行
セ
ン
タ
ー
や
主
な
旅
行
会
社

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
参
さ
れ
た
場
合
、

県
内
外
の
各
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
や

割
引
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
い
ろ
ん
な

特
典
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
、
商
工
観
光
課

宮
②
2
2
0
0
内
線

m

(4) 
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V
見
学
コ

l
ス

o
一
般
コ

l
ス

市
役
所
↓
経
団
漁
港
↓
歴
史
民
俗
資

料
停
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室

τ新
川

V
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

団
本
部
副
団
長

【功
績
}

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
精
励
、

そ
の
成
績
が
す
ぐ
れ
る
と
と
も
に
現

場
に
お
け
る
指
揮
行
動
の
功
績
大
き

く
他
の
模
範
で
あ
る
。

eDI盟国B

池
上
嘉
一
郎

申
し
込
み
は

5
月
1
日
ま
で

ヴ
ィ

l
ラ
↓
角
川
ダ
ム
(
畳
食
)
↓
西

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
↓
総
合
公
園
↓
こ
ば
と
児
童
館

↓
消
防
署
↓
百
楽
荘
↓
市
役
所
(
座

V
富
山
県
知
事
表
彰

功

績

章第
7
分
団
長

精

勤

章消
防
本
部
司
令
谷
口

第

8
分
団
部
長
長
田

V
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精

績

章第

5
分

団

長

寺

田

与

次

郎

第
2
分
団
副
分
団
長
浅
野
英
輔

V
富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
青
花
章

第

7
分
団
副
分
団
長
岩
崎

功
績
賞
花
章

第
4
分
団
副
分
団
長
新
村

第
日
分
団
副
分
団
長
山
本

石
)11 

活力ある都市づくりのだめに…2-----3

市長 ・市議会議員選挙………… 4
水族館写生大会開催...・H ・-…・… 4
市政パス ・県政パス教室.....・H ・5
税申告を間違えだとき………… 6
春の農作業運動...・H ・..………… 7

家族で守ろう交通弱者………… 8

4月22日は春の清掃テ-……… 9
あなだの国保.....................・・・10

みんなのスポーツ・..........・・・・・・・竹

商工業者のみなさんへ-・・①・・・・・・12
あなだと図書館・..........・・・・・・・・・・13
水道局からのお知らせ・..........・13
保健だより...........・・・・・・・・・・14-----15
あしらせ・....................・・・16-----17

カメラレポ...….............・・・・・・・・18 善
喜

芳
綱
義
則

政
次

正昌
治之

談
会
)
解
散

マ
文
化
財
A
コ
l
ス

市
役
所
↓
埋
没
林
停
↓
万
灯
台
↓
万

葉
歌
碑
↓
託
法
寺

J
早
月
上
野
遺
跡

↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
石
の
門
↓

虎
谷
金
年
↓
虎
谷
部
落
と
民
家
↓
角

川
ダ
ム
(
畳
食
)
↓
室
田
の
三
信
徒
の

碑
↓
稗
畠
の
焦
柿
↓
坪
野
の
つ
な
ぎ

が
や
↓
石
垣
遺
跡
↓
合
口
用
水
円
筒

分
水
槽
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室

τ高

円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

天
神
山
城
跡
(
反
省
会
)
↓
市
役
所

(
解
散
)

マ
文
化
財
B
コ
l
ス

(
小
学
校
1
年

1
4
年
対
象
、
責
任
者
同
伴
)

市
役
所
↓
大
徳
寺

J
経
団
漁
港
↓
小

川
寺
(
光
学
坊
)
↓
歴
史
民
俗
資
料

館
↓
天
神
山
城
跡
(
畳
食
)
↓
上
水

道
横
枕
滅
菌
室

τ合
口
用
水
円
筒
分

水
槽
↓
大
音
主
馬
の
碑
↓
総
合
体
育

停
↓
魚
津
果
樹
試
験
場
↓
消
防
署
↓

万
灯
台
↓
埋
没
林
館
↓
市
役
所

(反

省
会
)
解
散

⑧

コ
ー
ス
と
時
間
は
、
天
候
や
参
加

者
の
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

o
一
般
コ

l
ス

5
月
日
日
幽
、

9
月

7
日
倒
、
叩
月

5
日
樹
、
お
人
乗
り

3
回

O
文
化
財
A
コ
l
ス

6
月
8
日
幽
、

7
月
幻
日
樹
、
お
人
乗
り
2
回
、
但

7
月
の
コ

l
ス
は
、
小
学
校
5
・
6

年
、
中
学
生
対
象
で
す
。

O
文
化
財
B
コ
l
ス

8
月
口
日
樹
、

日
人
乗
り
l
回

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電

話
番
号
、
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
を
記

入
の
う
え
申
し
込
む
。
団
体
参
加
に

マ
運
行
日
と
見
学
コ

l
ス

D C B A コス

多イ元五 弘% %%%  知2元ら 運

%%  先ら免} 丸五角1 たら免b 行

1ぷ多ず !身1丸五 %たら ズiXt
日

邸金同庁県タl地場産業高岡 63 月5教育記館念腫家脹旅村行山ラド産覇場水試 館 NH年少担い 化セ富霊港山育文化会館 太 見
1_9 ge'* 1) ~I Kののン 閑山学

荊央院中研南生究所 月副内山 フ ・家里タ ラ

セ 緩竺甚合主 ・ 立トー ゴ・ ，代楠美E庁県・砺液育・ 1 科学文・ ンド コスl 

ン 庁県 ・山ン ・ 庁県教

マ
申
し
込
み
期
間

5
月
分

4
月
2
日
1
4
月

7
日

6
月
分

4
月
お
日

1
5
月

4
日

7
月
分

5
月
お
日

1
6
月
4
日

8
月
分

6
月
お
日

1
7
月

4
日

9
月
分

7
月
お
日

1
8
月

4
日

つ
い
て
は
、
参
加
者
の
住
所
、
氏
名

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
参
加
団

体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿
を
提
出
し

て
申
し
込
む
。

マ
申
し
込
み
先
干
仰

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
叩
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
(
内
線
2
3
8
)

O
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
昼
食
、

お
茶
、
筆
記
用
具
な
ど
は
各
自
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は

往
復
は
が
き
で

叩
月
分

8
月
お
日

1
9
月
4
日

マ
申
し
込
み
方
法

個
人
|
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

希
望
コ

l
ス
と
運
行
目
。

団
体

l
団
体
名
、
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
参
加
予
定
人
員
、
希

望
コ
1
ス
と
運
行
日
を
記
入
の
う
え
、

魚
津
市
新
宿
叩
番

7
号

魚
津
総
合
庁
舎
内
、
県
民
相
談
室
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宮
@
5
3
1
1

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
。

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
で
す
が
、
次
の
施
設

は
入
館
料
が
必
要
で
す
。

高
岡
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

m円

県
立
近
代
美
術
館

m円

科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
(
臼
歳
以
上
は

無
料
)
削
円

畳
食
、
お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

団
体
(
ぬ
名
以
上
)
に
つ
い
て
は
、

指
定
の
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

(5) 
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。
市
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申

告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

日
年
度
分
市
民
税
の
申
告
、
所
得
税

の
確
定
申
告
の
期
限
内
の
受
付
は
、
3

月
日
日
で
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い

な
ど
の
た
め
に
、
申
告
し
た
内
容
に
間

違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
方
は
、

そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
民
税
の
申
告
で
、
例
え
ば
生
命
保
険

料
等
の
控
除
を
忘
れ
て
い
た
り
、
扶
養

修
正
申
告
・
更
正
の

請
求
な
ど
が
で
き
ま
す

者
を
見
落
と
し
て
い
た
り
、
医
療
費
の

領
収
書
が
申
告
後
に
見
つ
か
っ
た
り
し

た
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
今
す
ぐ
市
税

務
課
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。
ま
た
確
定

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
で
、

申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、
す
ぐ
に
確

定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〈
〉
税
額
を
少
な
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
納
め
た
税

金
が
少
な
か
っ
た
り
、
還
付
を
受
け
た

税
金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と

ぜ'"で 算 ぴ対 市定固
イ寸 r疋ι. 

付交税象

嗣l 方 率目 民県雇三島
F艮 法 及

に 表の まり 納費高度大の前全期全
交率イ寸期第2 
市固 税税

納額納の期納前 県民孟雲 協力さ 注意 し の
付期 σ〕 のた。

し限( 手見 手見干見

し:えつ、納円さリ にた内第 古買 8 14.4 
場に 1 × %% 

立描 キ見

数 宮買

の
処 上
理 F艮

の
しの金て場満報奨金 るとと 20第 -A-寸 改な場額る合の 。しき万 2 ) 

い令が 。は数端 ては円期 の 正。は100 報奨 、 に 、をの み
、円切が10

計算2万0越え 税傾
交未金りで円 ヲヌ阜でら

付i筒の捨る未 す円るが 付

舗税調イド

昭和59年度固定

資産税第 1期の
納期限は、

5月1日です。

き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
に
「
修

正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
す
る
ほ

う
が
有
利
で
す
。

〈
〉
税
額
を
多
く
計
算
し
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
税
金
を
納

め
過
ぎ
て
い
た
り
、
還
付
を
受
け
た
税

金
が
少
な
過
ぎ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い

た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
更
正
の
請
求
が
出
さ
れ

る
と
、
税
務
署
で
は
そ
の
内
容
を
検
討

し
て
、
そ
の
請
求
が
正
当
と
認
め
ら
れ

た
と
き
は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈V
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

方
が
、

申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、

申
告
期
限
後
で
も
確
定
申
告
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
期
限
後
の

確
定
申
告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ

て
、
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く

早
く
申
告
す
る
ほ
う
が
有
利
で
す
。
そ

れ
は
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

らはのな告に は申税加ほよた期 「一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 守庁守
ご 、 請り書納な 、 告務算かつり限 ~ rtll ~ Hf.1 出ニ ト川.I ~ 
利税求まをめおそを署税にてす後 ~ I 1M. ~~ å: " ; 間I r:~ I航漁 4 L :..ai.n 
用務書せ提る、のしのが、納る! ~ ! A~~1~ J t ，す Il~J， ~ 1 11 i Iし船月上里 i
く署 同 ん出こ期税た調かそめとロ ~ I A1世Cf l l '~f.川バ l柏 ~ Ji ' Iまやに r' .量船
だに期 。 すと限額と査かのる、を ~ I 謹換 ‘ J~， .~脳協連'1I~~~品 ，\， it Iす中入 ト 碍 l
さ用限 「ると後のきをる税こ期し ~ ~ 宅勤踊函艦砲轟轟硝軍調巌踊盤調E訴訟占iiilbI 。部る 1.'.:劃
い意後修日な申 5 は受か額と限たけ頓i重量副題賢轟誼.圃園面画轟直面量園田圃今鮭と • .....111 n 
。し申正につ告% 、けらのと後り ~ I曹司圃画面面画冨盟理理軍盟理理軍週. ・ 春鱒 、I'，'削 i
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は
必
ず
ロ
1
タ
リ
を
止
め
、
ア
ユ
ミ

板
を
使
っ
て
ゆ
っ
く
り
操
作
し
ま
し

ょ、っ
。

@

農
道
の
走
行
は
、
路
肩
の
く
ず
れ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

@

耕
転
機
の
パ
ッ
ク
は
ハ
ン
ド
ル
が

浮
き
上
が
り
、
大
変
危
険
で
す
か
ら

必
ず
低
速
で
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

O
ト
レ
ー
ラ
ー
の
運
転

@

交
通
規
則
を
守
り
、
つ
ね
に
安
全

運
転
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

@

荷
台
に
は
絶
対
に
人
を
乗
せ
な
い

ょ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

@

右
左
折
の
と
き
は
後
方
の
安
全
を

確
認
し
、
ゆ
っ
く
り
と
曲
が
り
ま
し

ょ、っ
。

O
育
苗
器
の
使
用

@

育
苗
器
を
使
、
っ
と
き
は
必
ず
ア
|

ス
を
付
け
、
漏
電
し
ゃ
断
器
を
取
付

け
ま
し
ょ
う
。

@

電
気
を
入
れ
て
い
る
と
き
は
素
足

で
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

審の農作業運動
4月10日(火)--5月20日(日)まで

不
注
意
は
事
故
を
招
く

農
業
機
械
に
よ
る
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
の
不
注
意
か
ら
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

機
械
は
年
々
高
性
能
、
大
型
化
し
て

お
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
次

の
こ
と
を
守
り
、
農
作
業
を
行
い
ま
し

ょ、っ
。

O
ト
ラ
ク
タ
ー
耕
転
機
の
作
業

@

整
備
は
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

@

ほ
場
へ
の
出
入
り
、
あ
ぜ
越
こ
し

濁
水
の
流
出
防
止
に
つ
い
て

田
の
荒
く
り
、
代
か
き
時
に
、

水
を
入
れ
っ
ぱ
な
し
、
出
し
っ
ぱ

な
し
で
行
う
人
が
い
ま
す
。
一
枚

の
田
で
も
、
土
の
粒
子
が
細
か
い

た
め
に
海
に
ま
で
濁
水
が
流
れ
、

漁
業
者
か
ら
の
苦
情
が
絶
え
ま
せ

ん
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
及
び
農
作
業
標
準
料
金

標
準
小
作
料
は
、
3
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま
す

が
、
本
年
は
そ
の
改
定
に
あ
た
り
、
去
る
3
月
の

農
業
委
員
会
総
会
で
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
農
作
業
標
準
料
金
も
次
の
よ

う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

緑
を
大
切
に
し
、
豊
か
な
街
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
国
土
緑
化
運
動
の
一
環
と

し
て
の
緑
化
週
間
は
、
こ
と
し
は
4
月

初
日
か
ら
お
日
ま
で
と
さ
れ
、
次
の
行

事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
緑
化
週
間
を
機
会
に
市
民
総
参

加
に
よ
る
緑
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
、
富

山
県
が
め
ざ
す
「
日
本
一
の
花
と
緑
の

県
」
づ
く
り
を
推
進
し
た
い
も
の
で
す
。

富
山
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、
こ

の
期
間
中
、
一
世
帯
一
本
を
目
標
に
緑

の
羽
根
募
金

(
一
本
初
円
)
や
一
市
民

一
本
植
樹
運
動
を
助
長
す
る
た
め
、
苗

木
の
無
償
配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。

O
緑
化
週
間

・
4
月
初
日
樹

家
庭
緑
の
日

苗
木
の
無
償
配
布
を
行
い
、
市
民
一

人
一
本
植
樹
運
動
を
展
開
す
る
。
(
{丞胞

内
に
お
け
る
緑
化
)。

・
4
月
引
日
出
山
の
緑
の
日

山
の
緑
化
を
推
進
す
る
。
(
造
林
の
推

進
)。

区 分 標準料金

フクタト

荒起し 6，300 Pl 

荒くり 2，900 

イ℃かき 2，900 

言十 12，100 

図柄機 6，100 
ー」

コンパイン 18，000 

人夫|男 7，000 

代金|女 6，400 

-
4月
辺
日
側

街
の
緑
化
の
日

公
園

・
道
路

・
広
場

・
境
内
な
ど
の

緑
化
を
行
、
つ
0

・
4
月
お
日
側
職
場
の
緑
化
の
日

積
極
的
に
公
共
施
設

・
工
場

・
事
業

所
周
辺
の
緑
化
に
つ
と
め
る
。

・
4
月
刊
日
日
側

緑
愛
育
の
日

樹
木
の
保
育
、
森
林
災
害
防
止
の
徹

底
、
病
虫
害
の
駆
除
、
野
生
鳥
獣
の
保

護
に
つ
と
め
る
。

・
4
月
お
日
附

学
校
緑
の
日

校
庭
の
美
化
、
学
校
林
の
愛
護
及
び

緑
化
思
想
の
高
揚
に
つ
と
め
る
。

・
4
月
初
日
附
記
念
植
樹
の
日

第
お
回
富
山
県
植
樹
祭
は
5
月
日
日

倒
に
、
黒
部
市
嘉
例
沢
の
森
林
公
園
内

で
聞
か
れ
ま
す
。

O
緑
化
木
の
街
頭
無
償
配
布

-
4
月
初
日

ω午
後
1
時
却
分
か
ら

・
中
央
通
り
鷹
休
漆
器
庖
横

く
わ
し
く
は
、
市
農
林
土
木
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



昭和59年4月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

暖
い
日
差
し
に
誘
わ
れ
て
、
何
と
な
く
外
出
し
た
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
|
|

春
は
そ
ん
な
季
節
で
す
。
で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
狭
い
日
本
に
は
人
や
車

が
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。
昭
和
田
年
中
に
発
生
し
た
交
通
事
故
は
、
全
国
で
五
十
二

万
五
千
九
百
三
件
(
一
日
平
均
千
四
百
四
+
一
件
)
。
前
年
に
比
べ
て
二
万
三
千
六

百
四
+
二
件
(
四
・
七
%
)
も
増
え
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
二
一輪
車
の
事
故
、
自
転

車
の
子
供
と
お
年
寄
り
の
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
て
い
ま
す
。

4
月
6
日
か
ら
悶
固
ま
で
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を
実
施
。
歩
行
者
も

ド
ラ
イ
バ
ー
も
暖
か
い
陽
気
に
気
を
緩
め
る
ニ
と
の
な
い
よ
う
、
み
ん
な
で
交
通

安
全
を
確
認
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
す
す
め
る
交
通
安
全

。
運
動
の
重
点

一
、
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

二
、
飲
酒
、
暴
走
運
転
等
の
防
止

三
、
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

四
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

@
運
動
期
間
中
の
行
事

・4月
6
日
制
午
前
7
時
犯
分

交
通
安
全
呼
び
か
け
の
日

国
鉄
魚
津
駅
前

・
電
鉄
魚
津
駅
前
に

お
い
て
通
勤
、
通
学
者
に
対
し
交
通
安

全
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
す
。

-
4月
6
日
掛
午
前
8
時

小
学
校
新
入
学
児
童
に
対
す
る
交
通

指
導
市
内
各
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
児
童

や
保
護
者
に
対
し
、
各
学
校
附
近
の
交

差
点
で
、
交
通
指
導
員
の
総
力
を
上
げ
、

事
故
防
止
と
歩
行
者
の
誘
導
を
行
い
ま

す。-
4月
6
日
制
午
前
円
時

街
頭
パ
レ
ー
ド
を
実
施

本
江
保
育
園
の
園
児
約

ω名
の
参
加

を
得
、
ま
た
魚
津
乗
馬
ク
ラ
ブ
よ
り
馬

一
頭
の
参
加
要
請
を
し
て
、
中
央
通
り

の
峰
矢
精
肉
庖
前
か
ら
神
明
交
差
点
ま

で
の
問
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

-
4月
7
日
出
午
後
1
時
初
分

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

の
街
頭
指
導

西
部
中
学
校
前
附
近
と
川
原
派
出
所

前
附
近
道
路
に
お
い
て
、
走
行
中
の
ド

ラ
イ
バ
ー
や
バ
イ
ク
利
用
者
に
対
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
装
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
の
協
力
要
請
を
行
い
ま
す
。

-
4月
8
日
嗣
午
前
9
時
羽
分

交
通
安
全
運
動
推
進
市
民
大
会
と
市

中
パ
レ
ー
ド

(晴
天
の
場
合
の
み
パ

レ
ー
ド
を
実
施
)

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
交

通
関
係
者
の
参
加
を
得
、
交
通
安
全
市

民
大
会
を
開
催
し
、
後
、
参
加
者
全
員

に
よ
る
市
中
パ
レ
ー
ド
を
県
警
本
部
の

音
楽
隊
を
先
頭
に
実
施
し
ま
す
。

コ
ー
ス
H

市
民
会
館
l
中
央
通
り

l
銀
座
通
り

|
新
宿
通
り
l
市
民
会
館

-
4月
刊
日
制
午
後
1
時
羽
分

高
齢
者
の
一
日
交
通
課
長

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
代
表
者
叩
名

の
参
加
と
県
委
嘱
の
高
齢
者
シ
ル
バ
ー

リ
ー
ダ
ー
ロ
名
の
参
加
を
得
、

一
日
交

通
課
長
と
な
り
、
市
内
の
交
通
事
故
多

発
交
差
点
な
ど
視
察
し
、
事
故
防
止
の

た
め
の
理
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

-
4月
ロ
日
同
午
後
5
時

自
転
車
安
全
の
日

(点
検
及
び
実
態

調
査
)

電
鉄
魚
津
駅
横
高
架
下
附
近
と
、
魚

津
駅
前
通
り
米
山
自
転
車
庖
前
附
近
道

路
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用
者
に
対
し

正
し
い
乗
り
方
の
指
導
と
、
不
良
車
両

に
対
し
て
修
繕
依
頼
の
要
請
と
調
査
を

書
い
た
看
板
で
、
夜
間
で
も
見
え
る

よ
う
に
夜
光
塗
料
が
塗
っ
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
な
り
ま
す

と
、
特
に
交
通
量
も
多
く
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
総
て
の
ド
ラ
イ
バ
ー

の
方
は
カ
l
プ
地
点
で
は
最
徐
行
を

心
掛
け
、
事
故
防
止
に
努
力
い
た
し

ま
し
ょ
う
。

(8) 

湯
上
の
県
道
カ

I
ブ
に
警
告
案
内
標
識
を
設
置

魚
津
市
湯
上
地
内
の
県
道
カ
ー
ブ

は
大
変
見
通
し
が
悪
く
、
最
近
特
に

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
が
原
因
の
正

面
衝
突
事
故
が
後
を
断
ず
、
最
近
、

六
人
が
重
軽
傷
を
負
う
重
大
事
故
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

事
故
防
止
対
策
と
し
て
、
魚
津
市
・

魚
津
署

・
市
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、

見
通
し
の
悪
い
カ

ー
ブ
地
点
の
手
前

二
か
所
に
、
警
告

一
案
内
標
識
を
設
置

一
し
ま
し
た
。

一
こ
の
標
識
は
高
さ

一
二
米
の
ポ
l
ル
に

一一

「事
故
多
発
」
「
カ

一一
l
ブ
あ
り
」
「
最
徐

山一
行」

と
赤
と
黒
で

実
施
し
ま
す
0

・4月
日
日
制
午
後
1
時
初
分

交
通
安
全
市
中
自
動
車
パ
レ
ー
ド

市
内
の
各
企
業
や
事
業
所
か
ら
約
叩

台
の
車
両
の
参
加
を
得
、
そ
れ
ぞ
れ
交

通
安
全
に
ち
な
ん
だ
飾
り
つ
け
を
し
、

市
中
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
住
民
の
理
解

を
求
め
る
も
の
で
す
。

コ
ー
ス
ー

市
役
所
前
広
場
|
国
道
8
号
線
l
木

下
新
l
経
団
|
道
下
l
神
明
交
差
点
|

銀
座
通
り
|
新
宿
交
差
点

l
神
明
交
差

点

i
新
金
屋
交
差
点
|
市
役
所
前

-
4月
日
日
制
午
後
7
時
羽
分

交
通
安
全
子
と
母
の
集
い

(
映
画
の
タ
)

村
木
公
民
館
に
お
い
て
、
村
木
校
下

交
通
安
全
母
の
会
や
、
地
域
の
親
子
の

出
席
を
得
、
映
画
を
上
映
し
、
後
交
通

安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
行
う
。

-
4月
阿
国
側
午
前
叩
時

婦
人
の
バ
イ
ク
実
技
教
室
の
開
催

魚
津
自
動
車
学
校
に
お
い
て
市
内
の

地
域
や
、
職
場
の
婦
人
層
の
方
の
バ
イ

ク
利
用
者
を
対
象
に
、
実
技
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
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巡
回
交
通
事
故

相
談
所
の
開
設
日
程

-
4
月
か
ら
6
月
ま
で
毎
月
一
回
実
施

さ
れ
る
、
巡
回
交
通
事
故
相
談
所
が

左
記
の
日
程
で
開
設
さ
れ
ま
す
の
で

関
係
者
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
開
設
場
所

1
魚
津
県
総
合
庁
舎
内

・
開
設
日

4
月
日
日
附
午
前
日
時
i
午
後
3
時

5
月
日
日
附
午
前
日
時
i
午
後
3
時

6
月
初
日
附
午
前
日
時
1
午
後
3
時

・
な
お
県
斤
内
で
、

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
8
時
ぬ
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

土
曜
日
は
、
午
前
8
時
却
分
か
ら
正

午
ま
で
交
通
事
故
相
談
の
業
務
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

グ
ご
存
知
で
す
か
グ

た
だ
今
、
市
民
交
通
傷
害
保
険
の
加

入
を
受
付
中
で
す
。
3
月
の
広
報
う
お

づ
に
も
-
記
載
し
て
あ
り
、
ま
た
市
民
交

通
傷
害
保
険
の
チ
ラ
シ
と
加
入
申
込
書

を
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
て
あ
り
ま

す
が
今
一
度
た
し
か
め
て
く
だ
さ
い
。

日
年
度
の
加
入
者
は
、
わ
ず
か
三
、
四

一
四
人
と
大
変
少
な
い
加
入
率
で
し
た
。

ま
す
ま
す
深
刻
化
し
交
通
戦
争
と
も
い

わ
れ
る
今
の
交
通
状
勢
に
対
処
す
る
た

め
に
も
、
市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
事
故

…………………
法
務
……や
………お
ら

v

券
業
必
……泣
い…ず
…る
……運
動
……一………………)…

…………………
4
…尭
……怨
……冒
…紘
一審
……の
…溝
撮
宗
主

こ
と
し
の
冬
は
、
近
年
に
な
い
豪
雪

で
、
ゴ
ミ
等
の
処
理
に
つ
い
て
何
か
と

ご
苦
労
の
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

春
の
お
と
づ
れ
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
ゴ

ミ
、
空
カ
ン
、
空
ビ
ン
等
を
、
み
な
さ

ん
の
家
庭
の
周
辺
か
ら
一
掃
す
る
た
め
、

市
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
清
掃
運
動
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
、

4
月

n日
を
春
の

清
掃
デ
ー
と
い
た
し
ま
し
た
。

各
家
庭
の
周
辺
、
川
、
海
岸
、
用
水

路
な
ど
清
掃
、
泥
上
げ
、
杢
カ
ン
や
空

ビ
ン
類
の
回
収
に
、
み
な
さ
ん
こ
ぞ
っ

て
参
加
し
、
美
し
い
自
然
環
境
を
と
り

も
と
し
ま
し
ょ
う
。

マ
春
の
清
掃
日

4
月

n日
間

4
月
幻
日
は
日
曜
日
で
す
が
、
各
町

内
会
を
中
心
に
、
周
辺
の
清
掃
を
、
お

防
止
対
策
が
必
要
で
す
。

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
て
家
族
ぐ

る
み
で
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し

ま
す
。

V
申
込
み

1
3
月
1
日
か
ら
生
活
環
境

課
公
害
交
通
係
で
受
付
を
し
て
い
ま

す
。

V
掛
金
は
l
一
人
一
口
年
額
三
六

O
円

で
、
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
金
の
支
払
額
は
、
最
高
一
口
で
百

万
円

(二
口
の
場
合
は
倍
額
の
二
百
万

円
)
で
す
。

こ
の
保
険
は
、
わ
ず
か
な
掛
金
で
思

わ
ぬ
時
の
救
い
に
な
り
ま
す
。
万
一
の
事

故
に
そ
な
え
、
家
族
ぐ
る
み
の
加
入
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
-
む
し
さ
ら
に
く
わ
し

願
い
し
ま
す
。

集
め
た
ゴ
ミ
や
、
金
物
類
な
ど
は
、

目
に
つ
き
易
い
と
こ
ろ
で
、
1
1
2
か

所
程
度
に
取
り
ま
と
め
て
、
集
積
し
て

く
だ
さ
い
。
泥
上
げ
し
た
土
砂
等
は
、

で
き
れ
ば
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
等
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

幻
日
に
町
内
で
処
分
で
き
な
か
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
市
で
収
集
し
ま
す

か
ら
、
お
日
に
清
掃
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

。
コ
ミ
も
使
い
よ
う
で
資
源

ー

一
人
ひ
と
り
が
創
意
と
工
夫
で
!

明
る
く
清
潔
で
住
み
よ
い
生
活
環
境

と
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
確
保
す

る
た
め
に
一
日
も
お
ろ
そ
か
に
で
き
な

い
の
が
清
掃
業
務
で
す
。
各
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
ゴ
ミ
は
、
毎
年
増
え
つ
づ
け

く
お
聞
き
し
た
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
生

活
環
境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
加
入
と
り
ま
と
め

の
協
力
依
頼

市
に
お
い
て
は
保
険
加
入
者
お
人
以

上
取
り
ま
と
め
て
申
込
さ
れ
ま
す
と
、

一
人
当
り

ω円
の
謝
礼
金
を
支
払
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
謝
礼
金
は
年
内
に
支

払
し
ま
す
。
取
り
ま
と
め
て
窓
口
に
お

い
で
に
な
れ
ば
、
氏
名
住
所
等
お
聞
き

し
、
謝
礼
金
の
支
払
の
案
内
を
さ
せ
て

載
さ
ま
す
。
地
域
の
区
長
さ
ん
や
各
連
絡

所
個
人
の
方
な
ど
、
ど
な
た
で
も
結
構

で
す
。
出
来
る
だ
け
取
り
ま
と
め
て
(
申

メ
書
に
記
入
の
上
)
市
の
窓
口
に
申
し

込
み
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

多
種
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出

す
前
に
工
夫
し
て
活
か
し
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

マ
コ
ミ
に
な
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け

家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い
。

物
を
買
う
時
、
包
装
紙
や
古
新
聞
紙

に
包
ん
で
く
れ
ま
す
が
、
包
装
紙
が
多

い
場
合
は
、
最
少
限
に
し
て
も
ら
い
家

に
持
ち
込
ま
な
い
。

マ
厨
芥
類
は
埋
め
る
。

野
菜
く
ず
な
ど
の
厨
芥
類
は
、
畑
や

庭
に
埋
め
る
と
肥
料
と
し
て
十
分
に
活

用
で
き
ま
す
。
又
、
ゴ
ミ
の
減
量
に
も

な
り
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

マ
ゴ
ミ
に
し
な
い
。

不
用
品
は
ゴ
ミ
に
し
な
い
で
、
再
資

源
と
し
て
、
町
内
会
ぐ
る
み
、
又
は
グ

ル
ー
プ
で
回
収
し
、
活
用
を
は
か
り
ま

し
ょ
、
っ
。

明
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者
の
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V
川

=

一

近
年
、
遊
漁
者
の
増
大
に
伴
な
っ
て

一

一
海
の
事
故
や
漁
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が

一

一
増
大
し
て
い
ま
す
。
遊
漁
者
の
み
な
さ

一

一
ん
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
さ
い
。
一

一
1
、
漁
業
者
は
生
活
の
績
と
し
て
漁
を

一

一

し
て
い
ま
す
。
遊
漁
者
は
漁
業
者
の
一

一

範
囲
を
侵
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

一
2

定
置
網
の
周
辺
は
、
保
護
区
域
に

一

一

な
っ
て
い
ま
す
。
近
寄
っ
た
り
網
に

一

一

つ
な
が
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

一
3
、
ま
さ
餌
釣
り
、
引
き
釣
(
ト
ロ
ト

一

一

リ
ン
グ
)
は
、
林
一閉
止
さ
れ
て
い
ま
す
。一

一
4
、
操
業
中
の
漁
船
や
、
つ
け
場
に
は

一

一

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

一
5
、
夜
間
の
釣
り
は
、
必
ず
二
人
以
上

一

一

で
出
漁
し
、
波
や
風
の
強
く
な
る
日

一

一

は
出
漁
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

一
6
、
漁
港
や
船
揚
場
へ
は
み
だ
り
に
船

一

一

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

一

一
7
、
空
カ
ン
や
ビ
ニ
ー
ル
を
人
が
見
て

一

一

い
な
い
か
ら
と
海
に
捨
て
な
い
で
く
一

一

だ
さ
い

。

一

一
8
、
魚
介
藻
類
を
み
だ
り
に
採
捕
し
な

一

一

い

で

く

だ

さ

い

。

一
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国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
神
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

魚
津
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
日
年
度
に
、
被
保
険
者
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
次
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

〈
〉
一
日
成
人
病
ド
ッ
ク
の
実
施

今
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
健

康
f

つ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
病
気
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
循
環
器

疾
患
、
悪
性
新
生
物
の
検
査
な
ど
を
中

心
と
し
た
、
一
日
成
人
病
ド

ッ
ク
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
は
、
年
齢
ω
歳
か
ら
倒
歳
ま
で

の
方
で
、

一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ

る
方
。
費
用
の
一
部
と
し
て
一
人
一
万
六
千

円
を
助
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
せ
い
ぜ
い
受
検
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
本
人
負
担
は
、
七
千
円
の
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
〉
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ド
ッ
ク
の
実
施

こ
の
事
業
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

健
康
，つ
く
り
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま

す
。対

象
は
ω
歳
か
ら
倒
歳
ま
で
の
方
で
、

一
年
以
上
国
保
の
資
格
が
あ
る
方
。

費
用
は
無
料
と
し
、

一
0
0
0名
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

。
医
療
費
通
知

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
に
対

す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

年
度
中
2
回
、
医
療
費
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
o

O
A家
庭
訪
問
指
導

市
が
委
嘱
し
た

6
名
の
保
健
指
導

員
が
、
各
家
庭
を

訪
問
し
て
、
主
治

医
の
指
示
に
従
い
、

結
極
的
な
保
健
指

導
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

。
広
報
活
動

毎
月
、
国
民
健

康
保
険
か
ら
の
お

1""' r--. 

知
ら
せ
や
、
疾
病
の
予
防
方
法
、
病
気

の
知
識
な
ど
を
広
報
を
通
じ
て
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

実日

Lコ

せ
や

や
お

。
⑮
と
⑧

の
保
険
証

旅
行
や
仕
事
で
長
期
に
わ
た
り
家
を

離
れ
る
と
き
に
は
、
⑮
の
保
険
証
を
発

行
し
ま
す
。
ま
た
修
学
の
た
め
に
家
扶

と
離
れ
て
生
活
す
る
学
生
に
は
、

⑨
の

保
険
証
を
発
行
し
ま
す
。
い
づ
れ
も
家

族
の
保
険
証
と
ハ
ン
コ
を
持
っ
て
、
市

民
課
窓
口
へ
申
出
て
く
だ
さ
い
。

。
保
険
証
の
再
発
行

保
険
証
を
紛
失
し
た
り
破
い
た
り
し

た
場
合
は
、
市
民
課
国
保
係
ま
で
申
出

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
身
分
を
証
明

で
き
る
も
の
(
自
動
車
免
許
証
等
)
と

ハ
ン
コ
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
新
し
い
保
険
証
を
発
行
し
ま

す
。
身
分
を
証
明
す
る
も
の
の
提
示
が

な
い
時
は
、
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。

可

muM凹
岡
山
間
四
日
出
回
目
日
出
日
目
目
回
目
凹
町
四
日
目
日
目
』

一
歯
槽
膿
漏
を

一

一

早
く
見
つ
け
る

一

一

刊
の
ポ
イ
ン
ト

一

r
H
H山
冊
目
川
出
自
日
目
目
出
川
凹
目
山
岡
山
凹
目
山

mu
t
L

・
刊
歳
代
に
な
れ
ば

5
人
の
う
ち

3
人
が
歯
槽
膿
漏

曲
槽
版
制
は
、向
ぐ
き
と
骨
の
病
気
ι

虫
尚
と
並
ん
で
、
尚
の
病
気
の
両
横
綱

と
い
わ
れ
て
い
る
。
什礼
一花
υ
削

4
0
0
0

年
こ
ろ
の
エ
ジ
プ
ト
の
ミ
イ
ラ
に
も
、

す
で
に
み
ら
れ
る
そ
う
だ
。

こ
の
病
気
は
、
的
に
つ
い
た
食
べ
か

す
が
、
時
液
中
の
燐
椴
や
炭
，
椴
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
と

ま
ざ
っ
て
歯

石
と
な
り
、

細
菌
の
格
好

の
す
み
か
と

な
っ
た
と
こ

ろ
へ

、
主
に

そ
の
中
の
嫌

気
性
菌
の
活

動
で
歯
肉
に

炎
症
を
起
こ

し
て
い
き
、
つ

い
に
は
骨
や
歯
ぐ
さ
ま

で
溶
か
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
病
気
。

日
本
人
で
は
刊
歳
代
で
ω
%
、
別
歳

以
上
に
な
る
と
別
%
は
か
か
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
若
い
と
き
悩
ま
さ
れ
る

虫
歯
と
は
対
象
的
だ
。
そ
し
て
、
こ
の

病
気
は
、
知
ら
な
い
聞
に
し
の
び
寄
り
、

治
療
し
な
い
限
り
内
攻
撃
H

を
や
め
な

い
し
ぶ
と
さ
を
持
っ
て
い
る
。
や
は
り

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
c

そ
こ
で
、
自
己
診
断
の
た
め
の
叩
ポ
イ

ン
ト

i
l
c

-
ひ
ど
い
と
き
は
心
臓
病
な
ど
で
命
を

落
と
す
こ
と
も

①
歯
を
み
が
く
と
歯
肉
か
ら
出
血
す

る
。
②
繭
肉
が
暗
赤
色
c

③
歯
に
汚
れ

か
す
や
前
石
が
つ
い
て
い
る
。
④
的
肉

が
時
々
痛
ん
だ
り
は
れ
た
り
す
る
。
⑤

前
肉
、
が
ム
ズ
ム
ズ
す
る
こ
と
が
あ
る
。

⑤
歯
肉
を
押
す
と
ウ
ミ
が
出
る
。
⑦
的

が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
感
じ
が
あ
る
。
⑧
食

べ
も
の
が
商
と
歯
の
聞
に
よ
く
は
さ
ま

る
。
⑨
歯
ぎ
し
り
や
食
い
し
ば
り
の
く

せ
が
あ
る
。
⑬
い
び
き
を
か
く
。

こ
の
う
ち
、
該
当
す
る
も
の
が
5
つ
以

。。

上
あ
れ
ば
、
時
実
に
歯
槽
膿
漏
、
3
つ

以
上
で
も
そ
の
疑
い
が
濃
厚
だ
。

こ
の
病
気
の
原
因
は
、
細
菌
に
よ
る

炎
症
、
前
の
か
み
合
わ
せ
の
異
常
、
発

病
と
は
直
結
し
な
い
が
全
身
か
ら
の
影

響

(
ビ
タ
ミ

ン
不
足
、
唾
液
腺
内
分
泌

不
足
、
胃
腸
病
な
ど
)
に
大
別
で
き
る
。

歯
科
医
と
き
く
と
お
じ
け
つ
く
の
も
わ

か
る
が
、
こ
の
病
気
が
も
と
で
心
臓
病

や
リ
ウ
マ
チ
、
神
経
病
な
ど
に
お
か
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
し
、
と
き
に
は
寿
命

を
縮
め
る
の
で
軽
視
で
き
な
い。

-
歯
が
悪
く
な
れ
ば
脳
の
働
き
も
悪
〈

な
る
。

と
こ
ろ
で
、

力
か
む
。
と
い
う
、
日

常
は
あ
ま
り
意
識
し
な
い
動
作
に
は
、

深
い
意
味
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
き

た
い
。
も
の
を
よ
く
か
む
と
い
う
こ
と

は
、
あ
ご
の
関
節
を
フ
ル
に
活
動
さ
せ

る
こ
と
。
そ
れ
が
脳
に
刺
激
を
与
え
、

血
液
を
送
り
こ
み
、
脳
に
新
鮮
な
駿
素

を
運
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
脳
の
働
き

を
活
発
に
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
老
化
の

防
止
に
も
役
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
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み
ん
亀
の

ヌ
漏

E
V

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
全
国
か
ら
多

数
の
ジ
ヨ
ツ
カ

i
が
参
加
す
る
春
の
恒

例
行
事
第
4
回
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

次
に
よ
り
交
通
規
制
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
多
大
な
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
本
大
会
が
無

事
実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
沿
線
に
お
い
て
各
選
手
に
対

し
、
暖
か
い
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

|

|
交

通

規

制

ー
ー

マ

と

き

4
月

m日
間
〈
雨
天
決
行
〉

マ
交
通
規
制
時
間
午
前
日
時
i

午
後
1
時
ま
で

マ
交
通
規
制
区
間

・
全
面
通
行
止

水
族
館
前
i
市
役
所
前

.
一
方
通
行
(
黒
部
方
面
通
行
可
能
)

魚
津
高
校
前
i

目
安
差
点

交
通
規
制
区
間
は
、
コ
l
ス
図
を
参

照
く
だ
さ
い
。

マ
ス
タ
ー
ト
時
間

・
5
凶
の
部
;
:
:
午
前
日
時

-m
Mの
部
j

j

午
前
日
時
却
分

.m
Mの
部
:
:
:
午
前
日
時

ω分

マ
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
場
所

水
族
館
前

第4回健康魚津霊気楼ロードレース大会コース〈受通規制図〉

(10:44) 
(11:22) 

トランポリン・体操 リズム体操 リズム体操
教室名 59年度

〈ジュニア〉 く夜の部〉 〈朝の部〉

月7 6 月 月5 月4 
14 
月7 月6 月5 4 月

14 
月7 月6 月5 月4 

14 ス
期 ポ4 13 9 11 回 4 13 9 11 回 6 1 11 13 回

11 20 16 18 コ 11 20 16 18 コ 13 8 18 20 コ
1.81 27 1 2.3 1 25 1 I 11.81 27 1 2.3 1 25 20 11.5 1 25 1 27 1 I 教ツ | 25 30 

ス
25 30 

ス
22 

ス
問

29 受 室
7Jく 金 H日1f. 講〈

PM 6 : 00 -7 : 00 PM 7 : 20 -8 : 50 I AM 10 : 00 -11 : 30 時間 生前
5歳~小学生 高校生以上の女性 女象寸 募号
年間，11，000円(スポ 年間 1，000円(スポーツ障害保険料) P料tJ-ah円ι:i. 伊 集ーツ障害保険料を

入館ごと 60円含む)入館ごと20円

マ
場

所

総

合

体

育

館

マ

申

込

み

先

総

合

体

夏

合
②

1
2
6
3
(包
で
も
可
)

マ
動
き
や
す
い
服
装
に
内
ば
き
・
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
の
こ
と
。

昭
和
田
年
度

さ
わ
や
か
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、
全
国
各
地
に
お
い
て
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
派
遣
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及

と
技
術
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
「
さ
わ
や
か
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
次
の
内
容
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
市
民
多
数
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

4
月
8
日
制

午
前
9
時
開
始

マ
と
こ
ろ
総
合
体
育
館

マ

講

師

O
教
室
リ
ー
ダ
ー

-
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
指
導
普
及
副
委
員
長

鈴

木

紋

吉

O
実
技
講
師

.
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト

木

村

憲

治

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス

横

山

樹

理

l
h
t
 

マ
受
講
料
無
料

マ
申
込
み
先
O
市
整
問
委
員
会
体
育
課

宮
(⑫

2
2
0
0

内
線

3
1
0

0
市
総
合
体
育
館

合
②

1
2
6
3

4
月
の
ス
ポ
ー
ツ
こ
よ
み

30 29 29 26 22 15 8 1 と
日~日 日 日 日 日 日 日

(月) (円) (日) (柑 (円) (日) (円) (R) き

ン 年団問事 時市野
大会楼気第4 

体育f総市会会6協 権予置大会県 部嘩i本卓手中日塁
会蛇結団式 市ポスツ1 

l さ . . 
Jレオつ

身i審査会直本 球妻判審講習会子

q=r 
大会ト ス

ロスレドll蝉鹿魚j蜜田寧

教室 やか
.!J"; 

トポ ノて

I I 
年う団P 

レ
ナツ 名
メタF ボ

校経

ルゴ1スぞ」r水臨貧前富
平

館酷合体育
ウ吉

館 合蛇体育 臨育合体韓
と

ノ学田j 、 $:: 
ン田

」干

ドグ
~I フ ろ

。1)
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学
校
体
育
施
設
の

夜
間
開
放
始
ま
る

例
年
の
と
お
り
、
小

・
中
学
校
の
体

育
施
設
を
夜
間
開
放
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
身
近
な
体
力
づ
く
り
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
場
と
し
て
、
積
極
的
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

。
開
放
開
始
月
日
4
月
9
日
間

東
、
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
申

込
み
は
月
曜
日
ご
と
に
、
午
前
8
時
却

分
1
日
時
初
分
ま
で
に
体
育
課
へ
(
申

込
み
当
日
が
祝
祭
日
及
び
休
日
の
場
合

は
翌
日
)
、
学
校
別
の
利
用
割
当
等
は
体

育
課
で
責
任
抽
選
し
ま
す
。

。

そ
の
他
の
利
用
申
込
み
は
当
該
地

区
体
育
振
興
会
か
体
育
課
へ
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
別
の
開
放
種
目

土金木水火月

ソソ軟、ノτカ 、ノ 酉
フフフフ 中ゲ
トト式ト l ト

ボボ野ボ多ピ ボ
τ7 
ウ

I I I?'. I ン
ルル E求ル l ル ド

、ノ、ノτカ 軟、ノ、ノ
東中グフフ フフ

トト l式トト

ボポラグビ 刷日，ボボ
7 

ウ
I I?'. I I ン
ルル i1:求ルル ド

※

た
だ
し
、
国
民
の
祝
祭
日
及
び
日

曜
日
は
特
別
の
場
合
を
除
き
開
放
し

ま
せ
ん
。
ま
た
魚
津
工
業
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
使
用
申
込
み
は
、
直
接
魚

も
う
一
度
考
え
よ
う

ー

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

|

O
も
た
せ
よ
う
役
割

i
Tど
も
の
役
割

i

・
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

.
親
子
で
汗
を
流
す
体
験
を

家
族
の
一
員
と
し
て
子
ど
も
に
役

割
を
与
え
、
つ
ら
い
こ
と
で
も
や
り

遂
げ
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
親
子
で
い
っ
し

ょ
に
汗
を
流
し
た
り
、
親
の
あ
た
た

か
い
見
守
り
も
必
要
で
す
。

O
生
か
そ
う
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

i
団
体
活
動
へ
の
す
す
め

i

.
団
体
活
動
は
よ
い
子
を
育
て
る

・
寝
こ
ろ
ん
で
い
る
親
も
立
ち
あ
が

ろ
う「
何
か
団
体
活
動
を
や
ら
せ
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
己
と
後
悔
す
る
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。

学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
は
じ
め
、
地

域
で
の
野
外
、
文
化
、
奉
仕
活
動
に
す

す
ん
で
参
加
さ
せ
る
よ
う
親
の
応
援
が

ほ
し
い
も
の
で
す
。

O
友
だ
ち
を
大
切
に

〈〈
心
の
友
だ
ち
を
くく

-
友
だ
ち
に
関
心
を
親
同
士
の
連
絡

も
-
金
を
持
た
せ
る
よ
り
も
友
だ
ち
を

勉
強
の
こ
と
、
悩
み
ご
と
の
相
談
相

手
と
し
て
、
友
だ
ち
が
重
要
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。

津
工
業
高
校
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

(
4
月
9
日
か
ら
れ
日
ま
で
の
利
用
申

込
み
は
4
月
5
日
ま
で
に
終
了
し
て
く

だ
さ
い
。)

1
5
月
の
歩
こ
う
会
l

5
月
の
歩
こ
う
会
は
、
6
日
間
に
奥

東
城
方
面
へ
山
菜
取
り
に
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
午
前
8
時
5
分
発
の

パ
ス
で
黒
沢
ま
で
行
き
、
奥
東
城
ま
で

山
菜
を
取
り
な
が
ら
歩
い
て
奥
東
城
で

解
散
し
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
7
時

ω分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

〈畳
食
持
参
〉

心
の
ふ
れ
あ
う
よ
い
友
だ
ち
を
も

た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

O
う
ち
の
子
に
限
っ
て

く〈
子
ど
も
を
信
頼
だ
が
過
信
は

禁
物
〈〈

-
非
行
は
親
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

.
子
ど
も
の
部
屋
に
鍵
は
不
要

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
、
そ
ん
な

こ
と
何
か
の
間
違
い
で
す
口
親
が
子

ど
も
を
信
頼
す
る
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
、
と
き
に
は
、
子
ど
も
の

行
動
や
持
ち
物
を
確
か
め
る
こ
と
も

必
要
で
す
。

-
澄
ん
だ
目
が
見
て
い
る

大
人
の
赤
信
号

・
よ
い
環
境
が
育
む

強
い
芽
、
正
し
い
芽

ー
設
備
近
代
化
・

設
備
貸
与

l

。
中
小
企
業
設
備
近
代
化

資
金

中
小
企
業
の
近
代
化
を
図
る
た
め
、

設
備
資
金
を
自
力
調
達
出
来
な
い
中
小

企
業
者
に
対
し
、
長
期

・
無
利
子
で
貸

付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

川
貸
付
け
の
対
象

中
小
企
業
者
(
原
則
と
し
て
従
業
員

一
O
O人
以
下
の
企
業
)
で
あ
っ
て
、

指
定
業
種
が
対
象
で
す
。

ω対
象
と
な
る
設
備

指
定
設
備
で
、
性
能
が
優
秀
で
あ
り

か
っ
、
新
品
で
あ
る
こ
と
等
。

ω貸
付
条
件

一
企
業
あ
た
り
の
貸
付
金
額
は
、
原

則
と
し
て
ニ
O
万
円

i
一
、
五

O
O万

円
ま
で
で
、
貸
付
率
は
所
要
資
金
の

M

以
内
で
す
。
よ
っ
て
、
四

O
万
円
か
ら

三
0
0
0万
円
ま
で
の
設
備
に
つ
い
て

借
入
れ
が
で
き
ま
す
。

無
利
子
で、

償

還
期
間
は
五
年

(
う
ち
一
年
据
置
)
で

年
賦
均
等
償
還
で
す
。

。
中
小
企
業
設
備
貸
与

制
度

設
備
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と
す
る
小

規
模
企
業
に
対
し
、
県
中
小
企
業
振
興

(12) 
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読
書
は
新
し
い
発
見
の
旅
:
・
①

新

し

い

本

か

ら

〈

一

般

書

〉

昭
和
初
年
代
の

T
V
ガ
イ
ド

週
刊
T
V
ガ
イ
ド
編
集
部
編

酒
を
川
倍
愉
し
む
法

林

贋

美

璽
界
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

水
木
し
げ
る

知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識清
水
直
容
他

池
波
志
乃
の
酒
肴
と
び
っ
き
り
池

波

志

乃

5
匹
の
子
ね
ニ

本

多

信

男

靴
を
ま
ち
が
え
る
と
病
気
に
な
る

石

塚

忠

雄

コ
ス
モ
・
リ
ポ
ー
ト

リ
ン
ダ
ウ
ル
フ

毛
糸
だ
ま
①

日

本

ヴ

オ

|

グ

社

ソ
連
も
う
一
つ
の
恐
い
顔

新

開

徹

夫

カ
ラ
オ
ケ
名
人
に
な
れ
る
本弦

哲

也

科
学
な
る
ほ
ど
続
本
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ア

出
撃
/
魔
女
飛
行
隊

B
・
マ
イ
ル
ズ

〈
文
学

・
小
説〉

レ
オ
ナ
ル
ド
熊
の
鬼
退
治レ
オ
ナ
ル
ド
能
…

ホ
ン
ト
は
ど
う
な
の
・:

青

島

美

幸

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/

4
月
の
お
し
ら
せ

勺

ι
ロH
回
月

え
い
が
会

お
こ
ん
じ
よ
う
る
り

え
い
が
会

ト
ム

・
ソ
l
ヤ
の
官
険

4
じ
か
ら
4
じ
初
ぷ
ん
ま

で
、
と
し
よ
か
ん
視
聴
覚

室
で
ひ
ら
き
ま
す
。

同
日
制

で 頻h妻顎存愛汽万信ルコ夢男か
す借閣工のつ情笛葉号ンツ千はげ
。りに定た物ーの三ルト代仕ろ
出い年施f語聾娘回ンン日 事 ふ
しの 舞ぷ た待症が記、日
はち ちち候好女記
、惑 群きは
ひひ 冒
とぬ 険

3西佐松赤志市杉林高早今大
冊 村藤本川茂川本 峰坂井原
2 田真
週 寿愛清次景森苑理秀 通富
問 行子張郎樹一子子子暁子枝

合
川
柳
教
室
開
催
の
お
し
ら
せ

4
月
日
日

ω

午
後

1
時
初
分

i

午
後

4
時

・
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

・
兼
題
「
み
ど
り
」
「
雑
詠
」

・
講

師

脇

坂

正

夢

先

生

(
川
柳
え
ん
ぴ
つ
会
長
補
佐
)

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

と

き

-
口
座
振
替
の
お
勧
め

水
道
料
金
の
便
利
な
支
払
方
法
と
し

て
、
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
支
払
い

で
き
る
口
座
振
替
制
度
が
あ
り
ま
す
。

預
金
残
高
と
水
道
料
金
と
に
注
意
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
手
数
が
少
な
く
し
て

確
実
に
支
払
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
際

是
非
、
口
座
振
替
に
変
更
さ
れ
る
よ
う

お
勧
め
し
ま
す
。
手
続
と
し
て
、
預
金

し
て
い
る
銀
行
、
信
用
金
庫
、
農
協
へ

通
帳
の
届
印
を
持
参
し
、
窓
口
に
備
え

て
あ
り
ま
す
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要

事
項
を
記
載
し
提
出
下
さ
る
だ
け
で
済

み
ま
す
。

-
水
道
集
金
委
託
人

変
更
案
内

四
月
か
ら
、
左
記
地
区
の
水
道
料
金

委
託
人
を
変
更
し
ま
し
た
か
ら
、
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

マ
地

区

名

吉

島

新

町

新
集
金
委
託
人
魚
津
市
吉
島
新

町
三
八
一
五

l
五

片

員

洋

子

マ
地

区

名

本

江

一

区

の

一
部

新
集
金
委
託
人
魚
津
市
本
江
二

六
四
四

中
嶋
千
恵
子

マ
地

区

名

三

回

一

・

二

・
三
区
、

六
郎
丸
三

・
四
区
の

一
部
及
び
五

区
、
印
田
区
、
労
災
病
院
区
、
晴

海
ケ
丘
区
、
吉
島
六

・
七
区
及
び

八
区
の
一
部
、
相
木
一

・
二
区

新
集
金
委
託
人
魚
津
市
相
木
七
八
九
和
子

畠
山

-
給
水
工
事
は
指
定
庖
で

給
水
装
置
の
新
設

・
改
良
・修
理
は
、

直
接
水
道
局
に
申
し
出
ら
れ
る
か
、
給

水
工
事
指
定
庖
を
通
じ
て
申
し
込
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
道
局
で
は
、

今
年
度
給
水
工
事
の
指
定
庖
と
し
て
、

次
の
業
者
を
指
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

松

原

工

務

庖

本

江

新

町

電
話
@
0
9
0
8

畠
山

工

業

側

古

島電
話
②
5
3
3
0

岡

三

共

設

備

北

鬼

江
電
話
@
1
3
5
0

北
陸
水
道
工
業
閥
横
枕
電
話
@
1
3
5
3

石
原
設
備
工
業
所
本
江
電
話
②
2
9
2
4

ユ
ウ
ホ
l
設

備

鮒

釈

迦

堂

電
話
②
5
7
1
1

高

松

工

業

上

口

二

丁

目

電
話
②
0
5
4
5

側
水
環
境
セ
ン
タ
ー
高
畠

電
話
@
7
7
1
1

菅

沼

組

村

木

町

電
話
⑫
0
4
5
3

吉
枝
管
工
事
工
業
所
文
化
町

電
話
@
5
8
3
5

中
谷
配
管
工
業

吉
島
二
丁
目

電
話
②
3
6
9
8

釈
迦
堂

電
話
@
5
6
1
1

大
光
寺

電
話
⑧
6
2
6
8

印
田
電
話
②
2
6
8
7

浜
経
団

電
話
@
6
8
0
7

上
村
木

電
話
@
6
1
3
3

1
E
l
l
-
i
l
l・
1
1
1
1
1
1
1
J

一
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

一

一

ご
ざ
い
ま
し
た

一

一
v教
育

振

興

基

金

と

し

て

一

一
・
株

式

会

社

富

山

相

互

銀

行

一

一
代
表
取
締
役
社
長
金
岡
純
二
一

一

三

O
O万
円
一

一

v片
貝

小

学

校

に

一

一
・
山

越

唯

雄

洋

画

一

一

一
・

2久
夫

書

(

詰

の
子
供
二

一
・
小

林

治

額
縁
一
一

一

横

田

一

男

一

一
V
坪

野

小

学

校

に

一

一
・
松

倉

地

区

民

生

委

員

一

一

協

議

会

代

表

清

河

与

三

松

一

一

児

童

図

書

一

一

一

O
冊
一

一
V
住

吉

小

学

校

に

一

一
・
吉
崎
美
枝
子
パ
ネ
ル
彫
刻
一
点
一

一

モ

ニ

ュ

l
マ
ン
一
式
一

一
・
吉

田

工

業

株

式

会

社

一

一

社

長

吉

田

忠

雄

鍛

帳

及

び

一

一

ス

テ

ー

ジ

幕

一

式

一

rhu--lil--AVIRu--ill-ι 

ダ
イ
シ
ン
産
業
側

水
宝
田
配
管
所

後
藤
配
管
所

山
沢
配
管
工
業

(13) 
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だよりω周〉 問い合わせは合22-2200(内線231)
6 5 

日3月5 30 29 22 15 8 日1月4 6 5 
日3月5 30 29 22 15 8 日1月4 日 日 B 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

(R) 日j (湘 (J.j) (円) (口) (rl) (n) (11) 

倒
(1'1) 臼う (，j¥) (Jj) (11) (11) (円) (日) (日) 4 

科医院祖赤 医院広宮医院夏歯科目 医院手清水歯ヰ医院稲場科歯 医院小科繍熊
医院米
医院下科木歯 医院寺崎歯科

深
病丘院魚i緑~t 早病川院

羽

平井医院 寺崎医院 鈴木医院 晒屋医院
医院沢口
月

科歯田 病院JlI 医院回
iの
科内歯父

ケ 休

g@i町l鳴11 @告上対示8@新4崖b ft ~経兵
E@ 花町 @宮村町士

宮火
@E 花町 宮古 @宮鴨町川i宮@#手大. 

宮緑
@宮新崖必 宮@街末庁

告上
@宮双前島
E 友 宮火
日

療診医@田
@ グ〉

@二 @町 ② 一口

@0 4 9 0 道

@ グ〉

0 0 3 1 
0 1 2 1二 1 0 2 2 1 O4 宮町 0 1 

3日91 丁目
5 7 1 4 

0 6 4 2 0 8 8 8 
36 丁目
B 8 0 2 

7 l 宮町

0 3 
6 1 丁目 2 1 4 5 5 7 8 1 

※診療時間は、いずれも午
8 0 5 6 7 8 5 7 9 1 4 8 l 3 。 前9時から午後5時まで。

内 ~ 対 象 と き と ー ろ 備 考} 

3か月児健診 3 か月児
4月12日(木) 13: 00-14:00 

4月26日t対 13:00-14:00 

8か月児健診 8か月児
4月13日幽 9:00-10:00 

5月11日倒 9:00-10:00 

1歳6か月児健診 57年9月生まれの幼児 4月27日幽 13:00-14:00 -・・・・・・・・ー......_----・・ーーー→
麻しん(はしか)の接
種券を発行します。

56.3.16-56.3.31生まれの幼児 4月 4日(水) 13:00-14:00 ーーーーー'・ーーーー・ーーーーーーーーーー

3歳児健診 56.4 .1 -56 .4 .15生まれの幼児 4月18日(水) 13 :00-14 :00 'ーーー一→ 原の検査があります。

56.4.16-56.4.30生まれの幼児 5月 2日付。 13 :00-14: 00 
魚津保健所

母親学級は畳食をご
.ーーーー~

母親学級 (A) 妊婦とその家族 4月20日倒 9:30-16 :00 ー・--------------------
持参ください。

歯 の 相 談 乳幼児と妊婦 4月27日樹 9 :00-12: 00 ーーーー・ーーーーーーーーーーーーー・・・----一一， 予約制

心の健康相談 一般市民 4月17日(刈 13 :00-15: 00 ーーーーーーー・ーーーーーーー----------一一挙 老人ボケの相談も受けます。

健 康 相 談 一般市民
4月19日(木) 13 :00-15 :00 魚津市役所保健室 血圧測定・検尿・心電図・診察

4月10日(刈 10 : 00 -II : 30 百 楽 荘

機能訓練 脳卒中後遺症のある人
4月 5日(柑 10 :00-15: 00 百 楽 荘 医[r.niσ) ~:合j怒o号=E1oグI3-立)却o1〈lo|1お5-:担31日011;5ま〉:oo 

〈リハビリテーション〉 4月19日(村 10 :00-15: 00 百 楽 1壬 理l学療1法0: で

毎週月曜日 10 : 00 -II : 30 道下公民館

毎週火曜日 10 : 00 -II : 30 村木公民館 -体操の出来る服装

健 康 体 操 一般市民
毎週水曜日 10 : 00 -II : 30 相ノ木公民館 でおいていください。

毎週木曜日 10 : 00 -II : 30 大町公民館 -日を定めて健康相

毎週月 ・木曜日 9:30-11 :00 経団公民館 談をしています。

毎週月 ・木曜日 10 : 00 -II : 30 本江公民館

胃ガン検診 一般市民
4月23日(，J) 9:00-10:00 村木公民館

料G金た0歳だ{お・し5竺1、織嘉4の手117J-1:は:日!無現3料3政3。) 1j 
4月24日(刈 9:00-10:00 村木公民館

子宮ガン検診
4月20日制 13:00-14:00 村木公民館

( 29射6以9上歳で一ま一で…1.400円円料一般市民
4月25日ヤ'j() 13 : 00 -14 : 00 村木公民館 料金 3700歳~ ー40無0 

乳ガン検診 一般市民 4月20日幽 13:00-14:00 村木公民館 料金ー一一一1，100円

。検診希望者は実施日 10日前まで、市・生活環境課へ申し込みください。地区を優先しますので、予定数に達したら締切ります。
胃ガン検診ニ5月10、17日、子宮ガン検診=5月9、28日、乳ガン検診=5月9、28日、それぞれ大町公民館で実施します。

-第 1期=3回接種
13 : 00 -14 : 00 市民会館 . f:本j品は自宅で計ってき

第1回目 第2回目第3回目 該当地区 てください
4月実施日現在、 -母子健康手帳 ・印かん

予 2歳児。 村木・大町 ・本江 ・
を持参ください。

( 3歳児で、まだ
4月 5月 6月 ※接種できない幼児

百日せき 住吉・上野方 ・上中 @発熱、または心臓 ・じ

接種の終了してい
13日幽 II日幽 7日(木)

島
ん臓・肝臓疾.IJ;'，などのた

防 めに接治種療前している幼児
ジフテリア ない幼児も含む。) @ 、l年以内にけ

いれんの症状を起こした
-第2期 = 1回のみ

4月 5月 6月
道下 ・加積 ・経団 ・ ことのある幼児。

接
破 イ纂 風 接種 片貝 ・西布施 ・天神 @lりJ過去において、この予

17日(刈 17日付。 12日(刈 接種により副反応を起
(第 1期を 2回~ 松倉 こしたことのある幼児。

〈三種混合〉 3回接種終了児で @がそ不の適他当、接種を行うこ
と と認められた

種 最終接種日後 1年
受けなかった全地区

幼児は接種できませんの
6月 で注意してください。

を経過している 3
20日(木) の方

@麻しん(ハシカ)の緩

歳児。)
植後、 1か月の間隔を
あけてください。

、、
，E
，，，
a

“. 
a

・・・・・
'''Et
、
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死
因
の
第
一
位
は
が
ん

高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
成
人

病
が
増
え
、
な
か
で
も
か
が
ん
。
が
死

亡
の
第
一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

昭和57年厚生省人口動態統計より

日
本
人
の
が
ん
の
特
色
は
H

胃
が
ん
。

が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
で
す
。

特
に
富
山
県
で
は
、

男
↓
全
国
第
二
位

女
↓
全
国
第
一
位

の
不
名
誉
な
成
績
を
も
っ
て
い
ま
丈

ま
た
、
印
歳
代
に
入
る
と
、
ナ

ン
ト

2
倍
に
な
る
の
で
す
ノ

-
仰
が
ん
の
予
防
法

.
一
次
予
防
:
:
:
が
ん
に
か
か
ら

な
い
よ
う
に
す
る
0

・
二
次
予
防
:
:
:
が
ん
に
か
か
っ

て
も
死
な
な
い
よ
う

に
す
る
。

-
拘
胃
が
ん
の
一
次
予
防

-
増
加
要
因
:
:
:
米
飯
多
食
、
塩

辛
い
食
品
、
喫
煙
、

塩
、
干
魚
類

・
減
少
要
因
:
:
・
牛
乳
、
緑
黄
色

野
菜

地
域
の
人
達
が
減
塩
す
る
こ
と

で
、
胃
が
ん
は
大
巾
に
減
少
す
る

と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
が
ん
の
原
因
が
明
ら

か
で
な
く
、
ま
た
有
効
な
治
療
方

法
が
な
い
現
段
階
で
は
、
早
期
発

見
こ
そ
、
最
も
大
切
な
予
防
法
で

す。
-
W
が
ん
検
診
は
こ
わ
く
な
い

が
ん
の
予
防
は
、
ま
ず
検
診
を

すみやかに専門

機関で確認

!i~一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一句

| 犬の登録と予防注射 i 
i 生後90日以上の犬は、毎年1回市役所に登録申請し、 1 
! 鑑札を受け、春と秋の 2回狂犬病予防注射を受けるこ ! 
i とになっています。 ~

j 春の登録と予防注射の日程は次のとおりです。 i 
i ・登録手数料 2，100円 l 

i ・注射料 1，240円 j 
i ・注射済交付手数料 360円 1 

1頭につき合計 3，700円 j 

i日程
~- .1日程|曜日|時~時| 実施場所 I ~ 
~ 14.21月 19 : 00 -9: 30 1西布施連絡所(公民館) 1 ~ 
~ 1 1 110: 00 -10 : 30 1天神公民館 1 ~ 
j| | |11:00~11:ベ片貝連絡所(公民館) I ~ 
~ 14.31火 19:00-肱 001魚津市農協上野方支所 1 ~ 

~ I A A 1 * 1川 O~1110|下中島公民館 I ~ 
轟 14.41水 19: 00 -II : 00 1大町公民館 1 ~ 
~ 1 1 113:00-15:001村木小学校 1 ~ 
~ 14.51木 19 : 00 -9: 30 1上中島連絡所(公民館) 1 ~ 
~ 1 1 110 : 00 -10 : 30 1魚津市生活改善センター(松倉)1 ~ム h O o o りーかて理受
~ 1 III : 00 -II : 30 1北山鉱泉 1 ~互芝地検四あ機せもま検検ま年ら」由け1 1 1 .L.L . VV  .L.L . vv  I"1U ....... ""_，_， 7-'" 1 n法数区診月り関ん必す診診すに」
~ 14.61金 19: 00 -9: 30 I石垣公民館 1 ~は科、料ーまで 。 ず 。のの。ー そいしこI "% • v 1 ~ 11; ; ;い~ ; ~;I 加積公民館 1 ~突存主延長て喜ぶ 七雲葉富 男整えをふ
~ 1 III : 30 -12 : 00 1江口、江幡=什宅 1 ~宛ては料 在 恰しか検はは 定
| | | | コハ一 |l Fi都でで 菱、が査二ほ 期意い康。

~ 14.71土 19: 00 -10 : 00 1青島ー区ム民館 1 ~逼ん A す 50 を早んが週ん 検味まだ検
~ 1 -. 1 110 : 30 -広001経団公民館 1 ~知良あ を成 受く。必間の 診がすず診
~ 1 1， " • "A _ ~ t: . "'̂ 1 ;-~~ ;1;1 ~ ~~ 1 ~ いり良ぺ 51 け適で要後わ ) ;:if.. -M句
~ 1 113 : 30 -15 : 00 1魚津保健所 1 ~ ~こ申い最歳 る切はとにま 命り、亡受
~ 14.81日 19 : 00 -12 : 00 1魚津市役所 1 ~しし地寄の 必なあさわ川 をま健忙け

LL--L-J一一・E--L・~~一一一一一LJ Z 設写 3 在 票長2そぢ25て警 K2
(15) 

時間や場所を

正確に確認

。異常な L

O要精検

(!?;;iiDD 

。
。市町村の広報に

注意しましょう

専門の医師
読影
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⑧
⑥
⑤
⑫
 

身
体
障
害
者
手
帳
(
あ
る
い
は
霊
豆
す

帳
)
と
印
鑑
持
参
の
上
、
市
役
所
社
会

福
祉
課
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
代
理

の
方
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。

マ
対
象
者

・
下
肢
、
体
幹
、
視
覚
障
害
者
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の
方

・
療
育
手
帳
A
の
方

-
手
数
料
の
改
正
に
つ
い
て

四
月
一
日
か
ら
、
市
民
課
窓
口
の
手
数

料
が
、
次
の
と
お
り
改
正
と
な
り
ま
す
匂

・
住
民
票
一
通
百
円
が
二
百
円
に

・
関

覧

一

件

百

円

が

二

百

円

に

・
印
鑑
証
明
一
通
百
円
が
二
百
円
に

・
諸
証
明
一
件
百
円
が
二
百
円
に

・
身
元
証
明
一
通
百
円
が
二
百
円
に

-
福
祉
タ
ク
シ
ー
申
請
書

受
付
し
て
い
ま
す
/

重
度
の
、
心
身
障
害
者
の
方
々
が
、
少

し
で
も
容
易
に
社
会
活
動
を
行
え
る
よ

う
、
市
で
は
、
年
間
4
千
円
分
の
タ
ク

シ
ー
料
金
の
チ
ケ

ッ
ト
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
昭
和
白
年
度
分
を
4
月
1
日
か
ら
発

行
し
ま
す
か
ら
、
次
に
該
当
す
る
方
は

-
母
子
・
父
子
家
庭
児
童
の

医
療
費
助
成
に
つ
い
て

現
在
、
母
子
、
父
子
家
庭
に
医
療
費

の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
は
満
1
歳
か
ら
義
務
教

育
終
了
ま
で
の
児
童
に
支
給
し
て
い
ま

す
が
、
4
月
1
日
か
ら
満
児
歳
ま
で
に

引
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
日
歳
か
ら
日

歳
ま
で
の
児
童
一を
扶
養
し
て
い
る
方
は

社
会
福
祉
課
医
療
給
付
係
へ
申
請
し
て

埋

没

林

博

物

館

歴
史
民
俗
資
料
館

4
月
1
日
よ
り
オ
ー
プ
ン

〈
日
月
初
日
ま
で
〉

午
前
9
時

1
午
後
5
時

開
館
時
間

入

館

料

・
埋
没
林
博
物
館
包
②
1
0
4
9

大
人

ω円
、
中
高
生

ω円
、
小

学
生
初
円

・
歴
史
民
俗
資
料
館
企
@
7
2
2
0

大
人
間
円
、
中
高
生

ω円
、
小

学
生

ω円

絵番理号 募集職種 年齢 性別 賃金 校下 人員 資そ格の経験他

印印刷刷見料工工 18-35 男
万円
本江 1 経験者優遇11-16 

2 機械工 16-60 男 9.375 住吉 2 -13.75 

3 マイ辺lク~~ロミ パ 30-50 男 10-15 =仁~ 1~ l 大i向2引r松免許l交ス手

4 営〈住業宅〉社 u 25-35 男 12-15 大町 2 高卒以上

5 営.lJ~ 業・'Lì:~務1 18-33 男 13.3365 道下 5 高卒以上-17.6773 

6 包 装 52まて' 女 8 道下 5 

7 工 員 18-50 女 9 住吉 5 

8 工 員 20-40 女 9 住吉 5 

9 l!反 ツdじr 20-45 女 9 村木 l 

10 栄養士 30カ、ら 女 10 本江 1 経5年験以上者

く求人情報〉早急に人を求めていますグく
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
会
社
等
に
勤
め
て
い
た
り
、

新
し
く
就
職
し
て
被
保
険
者
本
人
に
な

ら
れ
る
場
合
は
医
療
費
助
成
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
医
療
給
付
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

マ
届
出
の
際
、
必
要
な
も
の

-
3
月
末
日
で
義
務
教
育
を
終
了
さ
れ

た
児
童
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
方
は

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
カ
ー
ド

-
保
険
証

・
印
か
ん

-
奨
学
資
金
の
貸
与
につ
い
て

市
教
委
で
は
、
日
年
度
奨
学
資
金
貸

与
の
追
加
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。

く求職情報〉

蛙番理号 希望職種 年齢 性別 希抗望金 経験等 学歴 資 格

1 逆転手 52 男
万円 l当!f1)J.tI(迅13L年~iえ 高卒 大f1[特-け・大んJ~'~引2 20 

2 建 具 33 男 20 建具 15年 訓技手: 普姐!U 1 級免

3 営は業遜転ま手た 31 男 16 食品製5年i丘 高卒 大特 ・普免

4 大 工 33 男 25 大工 8年 中卒

5 調理 師 26 男 14 調理 9年 高卒 普t拠i麹lflili免許免

6 食堂庖員 46 女 10 車王 食 中 卒 1目f~ 免

7 単労工 28 女 8 単労工 高卒 普 免

8 炊 事 41 女 10 炊 毒手 中 卒 普 免

9 事 務 35 女 9 営業事務 大 半

10 事 務 22 女 8 チェ ッカー 高卒 jMlヨι 免

緊急に職を探していますグ

対
象
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行

規
則
別
表
第

5
号
に
掲
げ
る
障
害
程

度
等
級
l
級
か
ら
4
級
ま
で
の
方
で
、

希
望
者
は
、

4
月

2
日

ωか
ら

4
月

比
日

ωま
で
、
市
教
委
へ
申
込
み
く
だ

去」い
。

マ
人

員

高

校

生

若

干

名

マ
借
り
ら
れ
る
金
額
月
額
七
千
円

た
だ
し
、
必
要
と
認
め
た
場
合
は
5

割
を
限
度
に
増
す
こ
と
が
で
き
る
。

マ
借
り
ら
れ
る
方

.
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

.
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
方

.
品
行
方
正
で
成
績
の
良
い
方

-
在
学
し
て
い
た
学
校
長
の
推
薦
が
あ

る
方

-
日
本
育
英
会
、

富
山
県
奨
学
資
金
、

母
子
福
祉
資
金
な
ど
、
他
の
学
資
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
宮
②
2
2
0
0
内
線

3
0
6

※くわしいことは、魚津公共職業安定所

<fi 24-0365 >へお問い合わせくださし、。

(16) 
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グ
子
ど
も
の
広
場
d

ヘ
集
合
グ

一
ニ
ば
と
児
童
セ
ン
タ
ー

…

宮
⑫
2
4
0
2

児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
に
健
全
な

遊
び
を
与
え
て
、
そ
の
健
康
を
増
進
し
、

情
操
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
施
設
で
す
。

-
-
4
月
の
お
知
ら
せ

|

|

〔
け
ん
玉
検
定
〕

1
日

・
日
日
間

〔ゲ
l
ト
ボ
l
ル
教
室
〕

ロ
日

・
お
日
附

〔
ぬ
り
絵
会
〕
日
日

・
幻
日
幽

〔
映
画
会
〕同
日
附

発
明
の
日
特
集

「
偉
人
物
語
エ
ジ
ソ
ン
」

「
原
子
力
物
語
」

〔
避
難
訓
練
〕

初
日
幽

〔
将
棋
大
会
〕

幻
日
同

マ
毎
週
の
行
事

4
時
却
分
1

2
時

i

日 土 火 H日E 

お
幼児子親 fy 

輪車教室

り
紙 クで 事

教室
ラ遊
名プぶ

3 
113 寺
10 

H寺 l時 時
30 

4 11分
時 H寺 1
30 30 間
分 分

|

|
5
月
の
お
知
ら
せ

|

|

〔
映
画
会
と
ゲ
l
ム
大
会
〕

5
日

ω

-
映
画
会
「
お
こ
ん
じ
よ
う
る
り
」

日
時
初
分
l
、
4
時
1

-
ゲ
ー
ム
大
会

2
時
1

※
行
事
に
つ
い
て
の
参
加
申
し
込
み
ゃ

お
問
い
合
わ
せ
は
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
。

〈
休
館
日
〉

2
日

・
9
日

-m日
-n

日

・
初
日

・
初
日

2
時
i

4
時
1

4
時
i

4
時
i

L、
魚族紹介側

魚津ではオイボ(大きな魚の意昧〉と呼ばれ、体

長2m、重さ300kgに達する。鈎魚は岸近くの浅場
にすみ、体側lこは4-----6本の疋てじまガあるが、生
長とともに薄れ、深場へと移動し、水深400-----500m
の岩礁にすみつく。産卵期の5-----6月には水深50-----
150mの浅場に移るので、イ力やサパを簡に一本釣り
で漁獲される。産卵後の夏場ガシュンで刺島や塩焼

きにされるほか、うきぶくろからは良質のlこかわガ、
ま疋肝臓にはビタミンAガ多く、優良な肝油ガとれる。

魚:孝命(lIe然
しなぎ

午後時時かでまら4 1 開設ってtLこ、

-
職
業
訓
練
生
募
集

魚
津
建
築
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、

回
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
訓
練
期
間
は

3
か
年
で
、
諸
経
費
は
事
業
主
負
担
と

し
ま
す
。

訓
練
修
了
者
に
は
、
県
知
事
の
認
定

修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
、
国
家
試
験
2

級
技
能
士
の
受
験
資
格
な
ど
の
特
典
が

あ
り
ま
す
。

マ
申
し
込
み

4
月
初
日
ま
で

魚津善意銀行へのご寄旬、

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
市

北
鬼
江
仰
の
3

魚
津
建
築
高
等
職
業

訓
練
校

包
②
5
0
7
8
へ
ど
う
ぞ
。

-4月市
民
会
館
大
ホ

l
ル
催
物

ンエ 会ピ

大会 動推進市民 安交金全連
1Ui 

表会発 クレト
ア
ノ t防

表発 名

I AM 22 30 PM 15 I AM 8 と
時10(n日) 分 1日 111寺0(l日1) き111寺(iI)

1~ 釦E 手聖書 入

半i十 来十 来十 場*'十

苦雲 路進堂輩司
lアミ

1 jセタン通 魚i市交掌
玉つア〆 、ソ
f位iグタ

ルピ 者

ご
寄
付
あ
り
が
と
、
川

J

一

ご

ざ

い

ま

し

た

-
マ
魚
津
市
消
防
本
部
へ
心
肺
そ
生

一

法
訓
練
用
人
体
モ
デ
ル
一
体

-

魚
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

唱

会
長

篇

智

清

ニ

無
料
法
律
相
談

き

5
月
2
日
附

午
前
日
時
1午
後
4
時
-

魚
津
サ
ン
プ
ラ
ザ

富
山
地
方
裁
判
所

魚
津
支
部

マ
と

ママ
主と

催ろ

-
L
P
ガ
ス
の
点
検
〈
4月
〉

ヘ実
施
区
域
i
道
下
地
区
(
駅
前
新
町
・J

/

末

広

町

・
青
島

・
北
中

・
緑
町
)
」

ー
ガ
ス
臭
の
気
配
・
警
報
器
の
驚
鳴
|

速
や
か
に
器
具
元
栓
を
閉
じ
、
戸
窓

を
開
け
放
ち
、
風
通
し
を
良
く
し
、
市

で
戸
外
へ
掃
き
出
す
。
換
気
を
十
分
に
。

(
電
源
に
は
絶
体
に
触
れ
な
い
。)

県
L
P
G協
会
魚
津
支
部
・
保
安
点

検

セ

ン

タ

ー

包

@
5
3
4
0

水白てる子 大光寺 5，000円

魚津銀金塗装整備工場 4，000円

扇谷 孝好 下新川郡朝日町宮崎 5，000円

魚津中型船舶船主組合 10，000円

魚岸政雄諏訪町 2，000円

慶野セツ上口二丁目 100，000円

慶野公一大町小学校6年3組 37，347円

慶野有紀大町小学校3年l組 28，958円

慶野祥子大町小学校l年l組 28，940円

佐伯郁夫佐伯ー 200，000円

沢田哲夫横枕 10，000円

島名 修並木町 2，000円

松崎シゲ子三ヶ 1，000円

広川一永六郎丸 50，000円

本江校下民生委員協議会ボランティア会員
笠木昌雄 ・林秋男 25，000円

石崎善元上口一丁目 50，000円

舘ます子大光寺 50，000円

宮川泰明上口二丁目 50，000円

坂本安治・本田雅昭・森 清彦 3，569円

石崎清則石垣 100，000円

袋井隆雄本江 20，000円

北野三郎古島二丁目 1，502円

先名みさを 諏訪町五区 30，000円

柴山勝贋本江 50，000円

西川慎一金浦町 100，000円

友田道治新角川二丁目 10，000円

富居理右ヱ門 吉島 50，000円

石崎金一郎上村木一丁目 30，000円

※受付の順番で掲載していますが、紙面の

都合で一部次の号以降になります。

。め
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ラで文化祭

特別養護老人ホーム「新川ヴィラ」と軽費老

人ホーム「新)11ハイツ」の初の合同文化祭が、

3月17・18日の両日新川ヴィラで聞かれた。

新川ヴィ

② 

⑤ 

@ 白寿おめでと

後藤ったさん

つ

⑧
 

新金屋一丁目後藤ったさんは、 3月

18日めでたく白寿(満99歳)の誕生日

を迎えられました。

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

冬
期
間
園
中
の
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
は
、

3
月
四
日
オ
ー
プ
ン
、
小
雪
の
ち
ら
つ
く
生

憎
の
空
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
2
2
9
人
の

入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

卒業前に機関車を清掃

村木小学校の 6年生95人は、 3月8日、 卒業

を前に、校門横にある蒸気機関車を清掃しま

した。

保
育
園
な
ど
に
電
話
機
贈
る

魚
津
電
報
電
話
局
は
、
北
陸
の
加
入
電
話

百
万
台
突
破
を
-記
念
し
て
、

2
月
却
日
市
内

各
保
育
園
と
児
童
セ
ン
タ
ー
に
、
電
話
機
二

台
ず
つ
を
贈
り
ま
し
た
。

(18) 

'
F

遠
い
昔
か
ら
、
川
は
わ
た

・
・
し
た
ち
の
生
活
と
深
い
か
か

集

わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。

E
E
人
々
は
、
水
を
求
め
て
川
の

創
町

周
り
に
集
ま
り
、
川
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
思
恵
を
受
け
て
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
飲
み
水
、
洗
た
く
な
ど
に
使
う

生
活
用
水
や
、
田
畑
を
潤
す
農
業
用
水

と
し
て
川
の
水
を
使
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
、
川
は
大
雨
や
台
風

の
た
び
に
は
ん
ら
ん
し
、
人
家
や
田
畑

を
の
み
こ
ん
で
し
ま
う
H

あ
ば
れ
川
。
と

し
て
恐
れ
ら
れ
て
も
い
た
の
で
す
。
人

々
は
い
つ
の
時
代
に
も
H

あ
ば
れ
川
。
を

お
さ
め
、
そ
の
水
を
上
手
に
利
用
す
る

努
力
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
ダ
ム
の
建

設
に
よ
っ
て
水
量
を
調
節
し
、
電
気
を

起
こ
す
方
法
も
考
え
出
し
ま
し
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
わ
が
国
の
多

く
の
川
は
、
子
供
た
ち
が
自
由
に
水
遊

び
の
で
き
る
き
れ
い
な
澄
ん
だ
川
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

四
月
は
、
河
川
美
化
月
間
で
す
。
わ

た
し
た
ち
人
間
の
歴
史
と
と
も
に
歩
み

続
け
て
き
た
こ
の
貴
重
な
財
産
を
、
わ

た
し
た
ち
の
手
で
再
び
き
れ
い
な
も
の

に
し
た
い
も
の
で
す
。

回刷/魚津印刷株式会社

E盟理圏.
(2月末現在) 人(前月対比)

人口(男) 24.079 (+10) 

(女) 26 ，133 (-2 ) 

計 50.212(+ 8) 

世帯数 13.397戸

市の面積 200.75km' 

海岸線 7.9km 

編集/企画広報室


